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群馬県スギ林分システム収穫表の調製

Ajusutment of The sysytem yield for Cryptomeria japonica in Gunma prefecture

浅野浩之

Ⅰ はじめに

本県の森林は、短伐期皆伐施業を行う前提で造成されてきたが、内外事情の変化により施業を支え

た枠組みが崩れ、長伐期へと移行しつつある。長伐期施業は生育期間が長いため、間伐による収穫を

しつつ、状況に合わせた施業を計画的に行う必要がある。現状では指針無しにその時々の状況に合わ

せて、自己流で対応しているのが実態である。長伐期施業に移行するためには、どの程度の伐期を前

提として、どのような施業を行えばよいか検討する必要がある。

従来の収穫表や現実林分材積表は、地位、林齢、林分密度を変数として、特定の地域における特定

の樹種について、ある保育を行った場合の林分成長を予測した数値を表の形式で示したものである。

その用途は、将来収穫量の予想、育林の指針、地位の判定等であり、将来の予測資料として用いられ

てきた。本県においても群馬県民有林人工林収穫予想表、人工林林分材積表(1988 群馬県林務部)が

作成されている。現実には、適期に必要な保育が行われない林分が増加し、収穫表で示されている施

業体系から逸脱し、収穫予想表では、将来予測がしにくい林分が増加している。間伐法も、下層間伐

以外に上層間伐、列状間伐等の収穫を主眼とした間伐が行われるようになってきている。このように、

多様な林分に、多様な施業が行われるようになったため、収穫予想表を活用しにくい状況にあり、収

穫予想表が十分活用されていない要因のひとつであると考えられる。

このような、様々な林分に様々な施業が行われた場合の、将来の成長予測をコンピューターにより

予測するのものがシステム収穫表で、多種類のシステムが発表されている。

そこで、システム収穫表「シルブの森」（田中指針作成）の成長モデルを活用し、「富山県シルブの

森」を改変し、「群馬県版シルブの森」を作成した。

Ⅱ 方法

１ システム収穫表で使用した成長モデルの概要

田中のシステム収穫表「林分予想システム(シルブの森)」(木平 1992、木平 1995、田中 1991a、田

中ら 1995）で使われている直径成長モデルは、定期直径成長量と期首直径との関係を示す確率論的

モデル(TANAKA 1986)であって、その概略は以下のとおりである(田中 1991)。

同齢単純林では、林木にばらつきはあるものの、林齢が同じであれば、直径が太い林木ほど成長が

大きいことが認められている。すなわち、同齢単純林では、定期成長量と期首の直径の間に明瞭な正

の直線関係が認められている。回帰直線の傾きは、若齢時には急であるが、高齢になるに従い穏やか

になる。また、回帰直線のまわりの各林木の直径成長量のばらつきは、直径の大きさに依存しないな

どの性質も観察される。回帰直線ｘの切片については、平均直径との間に明瞭な正の相関関係が認め

られている。

確率論的直径成長モデルは、回帰直線の回りのばらつきを誤差変動ととらえたモデルである。いま、
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林齢ｔ年生時の胸高直径をｘ(ｔ)、平均直径の成長量を D(ｔ)、それの林齢ｔについての微分を D'

(ｔ)、連年成長量の期首直径に対する回帰直線のｘ切片を C(ｔ)、ランダム変動を表すホワイトノイ

ズをｆ（ｔ）、比例定数をγと表すことすれば、次の確率微分方程式で表現されるものである。シス

テム収穫表では、この成長モデルを離散型のモデルに直すことによって任意の期間の直径遷移確率行

列を求め、直径成長量を直径階別に予測している。

２ 計算に用いた資料

計算に用いた資料は、密度管理図調整に使用した資料で、1988 年～ 1990 年に県内のスギ人工林 55

箇所で調査されたもので、概要は表－１のとおりである。

Ⅲ 結果

システム収穫表「シルブの森」を、県内のスギに適用するため、地位指数曲線（図－１、２）や平

均直径の成長曲線などの林分成長モデル式を嘉戸・田中(1995)の方法で算出し、群馬県スギシステム

収穫表に調製した。

d x ( t )
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図－１ 群馬県のスギ地位指数曲線
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この収穫表は、MS-Excel

のマクロで作られている。

このため、Excel のワークシ

ートに、林分調査データの

林齢、樹高、胸高直径、本

数、面積等の必要事項を図

－３のように入力する。指

定した間伐方法に応じ直径

階毎に間伐本数を入力（図

－４）することにより、蓄

積、樹高、直径階分布など

を、現在から 50 年後まで予

想できる(図－５、６)。あ

らかじめ、市場における原

木価格を入力しておくこと

で、図－７のように市場価

格が算出できるようになっ

ている。この価格は、搬出

経費や利用率を考慮してな

いため、使用時は注意が必

要である。

このように、Excel で作ら

れているため、比較的操作

は簡単で、予想結果が、表

やグラフで表示されるため、

感覚的に結果が理解できる。

図－３ 直径入力シート

群馬県システム収穫表 《シルブの森》 Ver.1.00
《林分表》 直径階別本数分布表の作成

※色が付いているセルにデータを入力してください。
色のセルは必須のデータです。データ入力終了後に上のボタンをクリックして下さい。

表題 ﾌﾟﾛｯﾄ当たり ｈａ当たり 林分当たり
直径階 調査本数 本数密度 立木本数

作成記録 （ｃｍ） （本） （本／ha） （本）
年月日 2008/10/24 2 0 - -
作成者 4 0 - -

6 1 10.0 10.0
場所情報 度 分 秒 8 10 100.0 100.0
ＧＰＳ緯度 10 12 120.0 120.0
ＧＰＳ経度 12 15 150.0 150.0
都道府県 群馬県 14 38 380.0 380.0
地域 16 30 300.0 300.0
市町村 藤岡市 18 34 340.0 340.0
林班 36 20 20 200.0 200.0
準林班 22 19 190.0 190.0
小班 17 24 7 70.0 70.0
枝番 26 2 20 20.0
葉番 28 1 10 10.0

30 - -
森林面積 1 ｈａ 32 - -

34 - -
所有者 36 - -

38 - -
メモ 40 - -

42 - -
44 - -

林況 46 - -
林型 48 - -
第１樹種 群馬地スギ 50 - -
第２樹種 52 - -
第３樹種 54 - -

56 - -
地況 58 - -
方位 60 - -
傾斜 62 - -
土壌 64 - -

66 - -
68 - -

調査内容 70 - -
調査年 2010 年（西暦４桁） 72 - -
調査月 10 月 74 - -
調査日 1 日 76 - -

78 - -
林齢 22 年 80 - -

82 - -
調査目的 84 - -
調査方法 プロット調査 86 - -

TESTDATA
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図－４ 間伐シート （間伐木の本数を入力する）

図－５ 平均樹高、平均直径、林分断面積の推移 図－６ ｈａ当たりの立木本数・蓄積の推移

（10 年ごとに収量比数を 0.1 減じた場合） （10 年ごとに収量比数を 0.1 減じた場合）

表題 市町村 林班 36 小班

林齢 現 在 2010 22 5年後 2015 27 10年後 2020 32
収量比数 0.83 0.73 0.74 0.74 0.83 0.71
相対幹距 18.4 20.2 16.7 16.7 14.4 16.1
間伐率 30.7 0.0 24.1
直径階 間伐前 間伐木 間伐後 間伐前 間伐木 間伐後 間伐前 間伐木 間伐後

2 - - - - - -
4 - - - - - -
6 10.0 10.0 - - - - -
8 100.0 100.0 - - - - -

10 120.0 120.0 - - - - -
12 150.0 150.0 - - - - -
14 380.0 200.0 180.0 13.0 13.0 2.9 2.9 -
16 300.0 300.0 171.0 171.0 37.5 37.5 -
18 340.0 340.0 281.1 281.1 174.7 174.7 -
20 200.0 200.0 317.8 317.8 272.5 100.0 172.5
22 190.0 190.0 206.4 206.4 302.3 302.3
24 70.0 70.0 179.7 179.7 201.3 201.3
26 20.0 20.0 91.4 91.4 174.3 174.3
28 10.0 10.0 32.5 32.5 91.0 91.0
30 - - 12.7 12.7 34.1 34.1
32 - - 4.2 4.2 13.6 13.6
34 - - - - 4.9 4.9
36 - - - - 0.6 0.6
38 - - - - - -
40 - - - - - -
42 - - - - - -

TESTDATA 藤岡市
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図－７ 群馬県スギ林分システム収穫表の予想結果
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